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任
期
中
最
後
と
な
る
６
月
定
例
県
議

会
が
６
月
23
日
か
ら
７
月
７
日
ま
で
開

催
さ
れ
、
県
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
切
実
な

要
求
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。 

の
一
体
化
は
中
止
を
含
め
て
見
直
す

べ
き
と
迫
っ
て
い
ま
す
。 

 

民
青
同
盟
県
委
員
会
、
新
日
本
婦
人

の
会
県
本
部
、
い
わ
て
レ
イ
ン
ボ
ー
マ

ー
チ
の
皆
さ
ん
が
提
出
し
た
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
理
解
増
進
法
の
改
定
を
求
め
る
」
請

願
と
意
見
書
も
全
国
で
初
め
て
採
択
。

請
願
で
は
、
岩
手
県
に
お
け
る
差
別
禁

止
条
例
の
制
定
及
び
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導

入
も
求
め
て
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
「
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の

導
入
を
求
め
る
意
見
書
」
も
採
択
さ
れ

ま
し
た(

自
民
党
だ
け
が
反
対)

。 

 

日
本
共
産
党
県
議
団
は
４
月

14

日
、
達
増
拓
也
知
事
に
物
価
高
騰
対
策

の
早
期
実
施
を
求
め
る
申
し
入
れ
を

行
い
ま
し
た
。
達
増
知
事
は
全
国
に
先

駆
け
て
４
月

28
日
の
臨
時
県
議
会

で
、
総
額
48
億
円
余
の
物
価
高
騰
対

策
を
打
ち
出
し
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ 

 れ
ま
し
た
。 

生
活
者
支
援
で
は
、
一
般
家
庭
等
で

使
用
す
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
料
金
の
割
引
を
行

う
小
売
事
業
者
や
工
業
用
と
し
て
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
を
使
う
中
小
企
業
者
を
対
象
に
支

援
金
を
支
給(

13
億
円
余)

、
低
所
得
ひ

と
り
親
世
帯
給
付
金
事
業(

１
億
４
千

万
円
余)

な
ど
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。
ま

た
、
配
合
飼
料
購
入
費
の
価
格
上
昇
分

に
１
㌧
当
た
り
２
千
円
を
畜
産
経
営
体

に
補
助
。
粗
飼
料
購
入
費
の
価
格
上
昇

分
に
対
し
て
１
頭
当
た
り
１
万
円
を
補

助
し
ま
す(

計
15
億
７
千
万
円
余)

。
さ

ら
に
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
ト
ラ
ッ
ク

の
運
輸
事
業
者
に
対
す
る
支
援(

５
億

５
千
万
円
余)

、
社
会
福
祉
施
設
と
医
療

施
設
へ
の
支
援
金(

７
億
２
千
万
円
余)

も
措
置
し
ま
し
た
。 

 

６
月
県
議
会
に
は
、
物
価
高
騰
対
策

第
２
弾
と
な
る
13
億
７
千
万
円
余
の

補
正
予
算
が
示
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

６月県議会に提出された主な請願･意見書に対する
盛岡選挙区選出県議の態度   （賛成:○ 反対:×） 

議員名 

（会派） 

健康保険証
廃止の中止
を求める請
願・意見書 

ＬＧＢＴ理解
増進法の改正
を求める請
願・意見書 

選択的夫婦別
姓制度の導入
を求める意見
書 

斉藤 信 
(日本共産党) ○ ○ ○ 

小西 和子 
(希望いわて) ○ ○ ○ 

上原 康樹 
(希望いわて) ○ ○ ○ 

軽石 義則 
(希望いわて) ○ × ○ 

高橋 但馬 
(新政会) ○ ○ ○ 

吉田 敬子 
(新政会) ○ ○ ○ 

米内 紘正 
(自民党) × × × 
高橋 康介 
(自民党) × × × 
小林 正信 
(公明党) × × ○ 

 

「健康保険証を持てない人」をつくり出す健康保険証廃止の中止
を求める請願の提出に同席する斉藤県議(左) （６月３０日） 

臨時県議会で議案に対する質疑に立つ斉藤県議 

 

保
険
証
と
一
体
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
ト
ラ
ブ
ル
が
続
出
す
る
中
、

県
保
険
医
協
会
な
ど
10
団
体
が
提
出

し
た
「『
健
康
保
険
証
を
持
て
な
い
人
』

を
つ
く
り
出
す
健
康
保
険
証
廃
止
の

中
止
を
求
め
る
」
請
願
と
意
見
書
が
全

国
の
都
道
府
県
議
会
で
初
め
て
採
択

さ
れ
ま
し
た(

自
民
党･

公
明
党･

い
わ

て
県
民
ク
ラ
ブ
は
反
対)

。
全
国
保
団

連
の
調
査
で
は
、
医
療
機
関
の
65
％

で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
、
一
旦
10
割
を

徴
収
し
た
例
が
１
２
９
１
件
に
の
ぼ

っ
て
い
ま
す
。
県
保
険
医
協
会
の
調
査

で
も
、
９
割
以
上
の
高
齢
者
施
設
で

「
利
用
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
管
理
が
で
き
な
い
」
と
回
答
し
て
い

ま
す
。
意
見
書
で
は
、
保
険
診
療
を
受

け
ら
れ
な
い
人
が
出
な
い
よ
う
、
保
険

証
廃
止
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
へ

の 

達増知事に物価高騰対策の早期実施を求める申し
入れ（４月１４日） 

 

主
な
内
容
は
、
中
小
企
業
者
等
事
業
継

続
緊
急
支
援
金
給
付
事
業
費
10
億
１
千

万
円
余
（
売
り
上
げ
減
少
20
％
以
上
を

条
件
に
個
人
事
業
者
７･

５
万
円
、
法
人

事
業
者
15
万
円
を
補
助
）、
中
小
企
業
者

等
賃
上
げ
環
境
整
備
支
援
事
業
費
補
助

２
億
円
（
適
切
か
つ
円
滑
な
価
格
転
嫁
や

賃
上
げ
に
取
り
組
む
中
小
企
業
者
等
に

対
し
、
設
備
投
資
・
人
材
育
成
等
の
経
費

の
一
部
を
補
助
、
上
限
２
百
万
円
・
補
助

率
３
分
の
２
）、
教
育
旅
行
受
け
入
れ
宿

泊
施
設
支
援
緊
急
対
策
費
約
１
億
６
千

万
円(

価
格
転
嫁
が
困
難
な
教
育
旅
行
の

受
け
入
れ
に
伴
う
負
担
軽
減
へ
、
１
人
泊

当
た
り
２
千
円
を
補
助)

な
ど
で
す
。 

斉
藤
県
議
は
、
売
上
原
価
の
高
騰
に

よ
る
売
り
上
げ
増
加
等
の
現
状
を
踏
ま

え
、
売
り
上
げ
減
少
の
基
準
を
20
％
以

上
か
ら
15
％
以
上
に
緩
和
し
、
支
援
金

も
個
人
10
万
円
、
法
人
20
万
円
に
引

き
上
げ
、
積
極
的
に
活
用
さ
れ
る
よ
う

改
善
す
べ
き
と
提
起
し
ま
し
た
。 
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  【
４
月
】 

15
日 

達
増
知
事
を
囲
む
春
ま
っ
盛
り
の
つ
ど
い 

18
日 

文
教
委
員
会 

19
日 

地
球
温
暖
化
対
策
特
別
委
員
会
、
県
政
調
査

会 

20
日 

復
興
特
別
委
員
会
、
新
型
コ
ロ
ナ
特
別
委
員

会
、
東
新
庄
１
丁
目
町
内
会
総
会 

22
日 

こ
ぶ
し
の
会
花
見
、
原
発
ゼ
ロ
学
識
者
の
会 

23
日 

城
東
地
区
９
条
の
会
結
成
17
周
年
の
つ
ど

い 

24
日 

議
運
、
議
案
説
明
会 

26
日 

久
慈
市
議
選
政
策
検
討
会
、
岩
手
大
学
理
工

学
部
一
祐
会
一
有
回
理
事
会 

28
日 

臨
時
県
議
会 

29
日 

盛
岡
市
消
防
演
習
、
岩
脇
後
援
会
花
見
、

14
分
団
・６
分
団
懇
親
会 

【
５
月
】 

1
日 

第
94
回
メ
ー
デ
ー
岩
手
県
中
央
集
会 

3
日 

５
・３
憲
法
集
会
ｉ
ｎい
わ
て
、
デ
モ
行
進 

6
日 

北
部
地
域
キ
ャ
ラ
バ
ン
宣
伝 

7
日 

知
事
選
・地
方
選
勝
利
・全
県
活
動
者
会
議 

9
日 

旧
盛
短
跡
地
活
用
期
成
同
盟
会
総
会 

11
日 

国
民
大
運
動
県
実
行
委
員
会
県
政
学
習
会 

12
日 

建
設
業
協
会
森
岡
支
部
総
会
・懇
親
会 

13
日 

三
ツ
割
住
民
セ
ン
タ
ー
で
の
つ
ど
い 

14
日 

山
岸
の
つ
ど
い
、
ご
み
問
題
フ
ォ
ー
ラ
ム 

18
日 

盛
岡
山
車
推
進
会
総
会 

20
日 

全
地
方
議
員
研
修
会
、
岩
手
大
学
理
工
学
部

一
祐
会
70
周
年
記
念
式
典
・祝
賀
会 

22
日 

特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス

問
題
で
教
育
長
に
申
し
入
れ
、
小
鷹
公
民

館
の
つ
ど
い 

24
日 

国
道
４
５
５
号
・盛
岡
普
代
間
道
路
整
備
期
成

同
盟
会
総
会 

28
日 

日
本
共
産
党
演
説
会
（小
池
書
記
局
長
）、
第

14
分
団
ポ
ン
プ
車
授
車
祝
賀
会 

31
日 

九
戸
診
療
所
の
拡
充
を
求
め
る
医
療
局
長

へ
の
要
請 

【
６
月
】 

2
日 

盛
岡
市
統
一
要
望
説
明
会 

4
日 

全
国
植
樹
祭 

5
日 

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
た
盛
岡

市
長
へ
の
申
し
入
れ 

11
日 

玉
山
地
区
街
頭
宣
伝 

13
日 

議
運
、
議
案
説
明
会
、
盛
岡
広
域
振
興
局
と

地
域
課
題
懇
談
会 

14
日 

平
和
行
進
県
庁
前
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
小
鷹

東
公
民
館
の
つ
ど
い
、
ス
ト
ッ
プ
イ
ン
ボ
イ

ス
全
国
一
揆 

15
日 

平
和
行
進
菊
池
副
知
事
表
敬
、
県
政
要
望
を

聞
く
会 

17
日 

達
増
拓
也
後
援
会
事
務
所
開
き
、
斉
藤
信
・

鈴
木
努
事
務
所
開
き 

20
日 

紫
波
町
議
選
応
援 

22
日 

議
運
、
紫
波
町
議
選
及
川
ひ
と
み
個
人
演
説

会 

23
日 

６
月
県
議
会
開
会 

24
日 

第
８
回
中
央
委
員
会
総
会
視
聴 

25
日 

松
園
後
援
会
つ
ど
い
、
西
見
前
の
つ
ど
い 

26
日 

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法
強
行
に
抗
議
す
る
宣
伝
行
動 

27
日 

盛
岡
大
付
属
高
校
模
擬
投
票 

29
～
30
日 

本
会
議
一
般
質
問 

【
７
月
】 

1
日 

明
る
い
民
主
県
政
を
つ
く
る
会
・知
事
選
学

習
交
流
会 

2
日 

北
部
地
域
宣
伝
キ
ャ
ラ
バ
ン 

3
～
4
日 

本
会
議
一
般
質
問
、
議
案
に
対
す
る

質
疑 

5
日 

文
教
委
員
会 

6
日 

滝
沢
市
議
選 

仲
田
孝
行
事
務
所
開
き 

7
日 

最
終
本
会
議 

8
日 

玉
山
区
日
本
共
産
党
演
説
会 

9
日 

盛
岡
市
日
本
共
産
党
演
説
会 

12
日 

二
戸
市
議
選 

田
口
一
男
事
務
所
開
き 

13
日 

達
増
拓
也
い
わ
て
県
民
集
会 

 

 ７月１３日、オール岩手の力で達増県政の継

続発展をめざし、「希望郷いわて、その先へ。『い

わて県民集会』」が開かれ、会場いっぱいの 1200

人が参加しました。たっそ拓也知事と、子育て

日本一の政策を進め10年連続人口増を実現した

泉房穂前明石市長がクロストーク。応援する県

議として斉藤県議、高田一郎県議、千田美津子

県議も紹介されました。 

たっそ知事(右)と泉前明石市長のクロストーク 

 

６
月
５
日
、
日
本
共
産
党
盛

岡
市
議
団
（
庄
子
春
治
、
髙
橋 

中村一郎副市長に申し入れる盛岡市議団と斉藤
県議（６月５日） 

 

６
月
14
日
、
国
会
正
門
前
で
の

「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
イ
ン
ボ
イ
ス
全
国
一

揆
」
集
会
に
連
帯
し
た
盛
岡
市
で
の

宣
伝
行
動
に
参
加
。
イ
ン
ボ
イ
ス
の

登
録
が
５
月
時
点
で
該
当
者
の
約

25
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
は
、
実

質
的
な
増
税
に
よ
る
廃
業
を
危
惧
し

て
い
る
か
ら
だ
と
述
べ
、
岸
田
政
権

が
や
る
べ
き
は
消
費
税
５
％
減
税
と

物
価
高
騰
対
策
だ
と
訴
え
ま
し
た
。 

インボイス中止を訴える斉藤県議。参加者はプラス
ターを並べ帰宅者にアピール(６月１４日) 

た
。
参
加
者
は
、
共
済
や
収
入
保
険
は

加
入
の
要
件
が
厳
し
く
給
付
も
十
分

で
な
い
と
強
調
。「
収
入
が
減
っ
て
も

農
薬
は
ま
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の

代
金
へ
の
補
償
を
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

月
上
旬
に
か
け
て
低
温
の
日
が
続
き
、

多
く
の
果
樹
が
霜
の
被
害
を
受
け
て

い
ま
す
。
被
害
面
積
は
６
０
７
ヘ
ク
タ

ー
ル(

６
月
22
日
現
在)

で
、
盛
岡
市

で
は
２
１
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
の
ぼ
り

ま
す
。
花
巻
市
で
リ
ン
ゴ
を
生
産
す

る
農
家
の
方
は
「
一
昨
年
よ
り
も
ひ

ど
い
状
況
で
、
実
が
例
年
の
２
割
し

か
残
ら
な
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

県
側
は
「
収
入
の
減
少
分
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
果
樹
共
済
や
収
入
保

険
な
ど
の
加
入
を
推
進
し
て
き
た
。

凍
霜
害
が
起
き
た
こ
と
に
よ
る
農
薬

代
な
ど
の
か
か
り
増
し
経
費
に
つ
い

て
は
、
被
害
状
況
が
確
認
で
き
た
段

階
で
発
動
を
決
め
る
と
回
答
し
ま
し 

藤代農林水産部長に要請する農民連の皆さんと
同席する斉藤県議、高田県議(６月２７日) 

 

６
月
27
日
、
岩
手
県
農
民
連
は
県

に
対
し
、
果
樹
凍
霜
害
へ
の
対
策
を
求

め
る
要
請
を
行
い
、
斉
藤
県
議
と
高
田

一
郎
県
議
が
同
席
し
ま
し
た
。 

 

岩
手
県
内
で
は
４
月
下
旬
か
ら
５

月 

 

文
教
委
員
会
で
、
全
国

学
力
テ
ス
ト
の
問
題
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。 

「
新
し
い
岩
手
を
つ

く
る
会
」
の
前
県
議
は
、

全
国
学
力
テ
ス
ト
に
つ

い
て
「
全
国
平
均
以
上
」

に
す
る
と
公
約
に
掲
げ

て
い
る
こ
と
は
、
競
争
を

激
化
さ
せ
、
子
ど
も
を
苦

し
め
る
極
め
て
危
険
な

も 

る
と
指
摘
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
県
教

委
と
し
て
は
こ
う
し

た
実
態
に
つ
い
て
調

査
し
て
い
な
い
と
い

う
答
弁
で
し
た
。 

 

岩
手
県
教
職
員
組

合
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、「
事
前
学
習

を
行
っ
た
」
と
の
回

答
が
36･

９
％
、「
自

校
採
点
を
行
っ
た
」

が
11･

９
％
と
深
刻

な 

も
の
だ
と
指
摘
し
、
文
科
省
の
実
施
要

領
と
県
内
の
事
前
学
習
な
ど
の
実
態
に

つ
い
て
質
し
ま
し
た
。
文
科
省
の
実
施

要
領
と
通
知
で
は
、｢

調
査
に
よ
り
測
定

で
き
る
の
は
学
力
の
特
定
の
一
部
分
で

あ
る
こ
と
。
序
列
化
や
過
度
な
競
争
が

生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
十
分
配
慮

す
る
こ
と
が
重
要｣

「
調
査
実
施
前
に
授

業
時
間
を
使
っ
て
集
中
的
に
過
去
の
調

査
問
題
を
練
習
さ
せ
る
こ
と
は
、
本
調

査
の
趣
旨
・
目
的
を
損
な
う
も
の
で
あ

る
」
と 

 

は
、「
あ
ま
り
に
競
争
的
な
シ
ス
テ
ム

を
含
む
、
ス
ト
レ
ス
フ
ル
な
学
校
環
境

か
ら
、
子
ど
も
を
開
放
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
措
置
を
強
化
す
る
こ
と
」
と

厳
し
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
改

善
を
求
め
ま
し
た
。 

 

な
実
態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

ま
し
た
。 

２
０
１
９
年
の
国
連
子
ど
も
の
権
利

委
員
会
の
日
本
政
府
に
対
す
る
勧
告
で

は 

文教委員会で質疑に立つ斉藤県議（７月５日） 

和
夫
、
三
田
村
あ
み
こ
、
か
ん
べ
伸
也
、

鈴
木
つ
と
む
）
と
と
も
に
、
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
声
を
谷
藤
裕

明
盛
岡
市
長
宛
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
（
１
１
２
０
人
回
答
）

で
は
、
物
価
高
騰
の
も
と
で
「
生
活

が
苦
し
く
な
っ
た
」「
少
し
苦
し
く
な

っ
た
」
と
答
え
た
方
が
合
わ
せ
て

89･

８
％
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
県

政
・
市
政
に
望
む
こ
と
と
し
て
は
、

「
子
ど
も
子
育
て
支
援
」「
高
齢
者
福

祉
」「
除
排
雪
」「
生
活
道
路
の
整
備
」

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

８月２３日（水）午後６時～ 

９月２０日（水）午後６時～ 

予約電話番号：６５１-５８８１ 


